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子どもたちのため子どもたちのため

　　　　地球を守る生活を　　　　地球を守る生活を

子どもたちのため

　　　　地球を守る生活を

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
環
境
問
題
に
取
り

組
む
べ
く
、
平
成　

年
度
に
「
常
陸
大
宮

１７

市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
の
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、
全
体
的
な
環
境
基
本
方

針
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

常
陸
大
宮
市
に
お
い
て
、
環
境
保
全
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
住
民
・
事

業
所
・
行
政
３
者
の
連
携
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
で
き

る
活
動
の
輪
を
つ
な
げ
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
の
平
均
気
温
は
、
１
９
９
０
年
か

ら
２
１
０
０
年
ま
で
に
１
・
４
度
か
ら
５
・

８
度
上
昇
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
平
均
気
温
が
２
度
以
上
も
上
昇

す
る
と
、
北
極
圏
周
辺
の
氷
床
の
全
面
溶

解
開
始
や
北
大
西
洋
海
流
の
減
速
・
停
止
、

ア
マ
ゾ
ン
が
サ
バ
ン
ナ
に
な
る
な
ど
、
破

壊
的
な
気
象
変
動
が
起
き
る
と
の
予
測
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
人
口
の
約
３

分
の
１
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
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つつつつつつつつつつつつつつつつ

住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
つ

にににににににににににににににに
なななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて
環環環環環環環環環環環環環環環環
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進進進進進進進進進進進進進進進進

に
な
っ
て
環
境
対
策
を
推
進

常
陸
大
宮
市
の
現
状
は
？

　

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の

中
か
ら
、
常
陸
大
宮
市
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
や
省
エ
ネ
へ
の

取
り
組
み
の
現
状
、
省
エ
ネ
推

進
に
向
け
た
意
向
に
つ
い
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
現
状

（
グ
ラ
フ
１
）

　

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
に
お

い
て
、
家
庭
と
業
務
が
占
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
全
体
の

　

％
と
、
全
国
と
比
較
し
て
や

３４

や
高
い
状
況
で
す
（
全
国
は　

％
）。
ま

２７

た
、
そ
の
伸
び
率
も
全
国
に
比
較
し
て
大

き
く
、
そ
の
推
移
は
今
後
の
検
討
課
題
と

い
え
ま
す
。

　地球の温度は、太陽光（日射）と、地球から放出
される熱とのバランスにより一定の温度に保たれ
ています（平均で約１５℃）。日射が大気を素通りし
て地表面で吸収され、加熱された地表面から赤外
線の形で放熱されます。この熱を吸収し、その一
部を下向きに放射し、地表面や下層大気を加熱し
ているのがCO2などの温室効果ガスです。
　しかし、人間の
活動が活発にな
り、化石燃料等の
使用が増えるにつ
れて温室効果ガス
が大気中に大量に
放出され、濃度が
増加し、大気中に
吸収される熱が増
えたことにより地
球規模での気温上
昇（温暖化）が進
行。これが地球温
暖化です。

��������

※経済産業省資料

　

上
が
り
続
け
る
地
球
の
気
温

【グラフ１】

　◆常陸大宮市のエネルギー消費量◆ 
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現
在
の
省
エ
ネ
行
動
の
実
態
は
…

（
グ
ラ
フ
２
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
省
エ
ネ
行
動
に
つ
い

て
は
、　

項
目
中　

項
目
で
全
国
よ
り
高

２５

１６

い
実
践
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
実
践
率
が
高
い
の
は
、「
テ
レ

ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
」「
暖
房
は

　

℃
、
冷
房　

℃
に
温
度
設
定
」な
ど
で
、

２０

２８

ま
さ
に
『
日
常
生
活
で
の
実
践
』
が
身
に

付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、「
外
出
時
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
」
な
ど
、
個
人
の
意
識
の
高

さ
だ
け
で
は
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め

て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
意
識
の

共
有
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

行
政
と
市
民
・
事
業
者
が
協
働
で

（
グ
ラ
フ
３
）

　

地
域
と
し
て
省
エ
ネ
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、「
行
政
と
市
民
・
事
業
者
の
協
力

省
エ
ネ
行
動
の
実
践
率
と

今
後
の
実
施
意
向

25
▲21
7 
7
9
44
3

▲51
4
9

▲ 7
18

▲12
▲29
▲ 6
8
13

▲23 
6

▲ 5
3
3

▲50
19
18

が
必
要
」
と
の
声
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か

ら
も
３
者
の
協
力
体
制
が
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
次
い
で

「
行
政
が
率
先
し
て
積
極
的
な
導
入
」と
の

答
え
も
多
く
あ
り
、
行
政
へ
の
期
待
が
強

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

事
業
所
の
意
向
は
…

　

市
内
の
多
く
の
事
業
所
で
も
環
境
へ
の

配
慮
を
重
視
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
の
目
標
を
立
て
て
い
る
事
業
所
、
今
後

立
て
る
事
業
所
は
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど

環
境
へ
配
慮
す
る
取
り
組
み
を
行
う
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
。

���������	
��
　小学生のアンケートでは、約７割が省エネについ
て「もっと知りたい」と答えています。また、省エ
ネとの関わりについては次のような結果となってい
ます。

◆家庭での省エネルギー行動の状況◆

◆省エネを始めたきっかけ◆
（複数回答）

【グラフ２】

◆エネルギー行動の実践状況◆

【グラフ３】

◆省エネルギー推進の主体について◆ （単位：人）

�

全
国
で
１
０
０
人
実
施
し
て
い
る
と
し
た
際

に
、
常
陸
大
宮
市
が
全
国
よ
り
も
何
人
多
く
実

施
し
て
い
る
か
を
示
す
。　

は　

人
多
い
こ
と

２５

２５

を
、
▲　

は　

人
少
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

２１

２１
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市
役
所
も
率
先
し
て
実
施

〜
省
エ
ネ
・
地
球
温
暖
化
対
策
〜

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
「
行
政
が

率
先
し
て
積
極
的
な
導
入
」
と
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
市
の
事
務
及
び
事

業
に
関
し
、
地
球
温
暖
化
環
境
対
策
推
進

委
員
会
を
設
置
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◇
取
り
組
み
内
容

　

合
併
に
伴
い
旧
町
村
で
取
り
組
ん
で
い

た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を
平
成　
１８

年
度
に
見
直
し
、
常
陸
大
宮
市
役
所
の
事

務
及
び
事
業
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

◎
使
用
削
減
へ
の
取
り
組
み

電
気
、
燃
料
、
用
紙
、
水
な
ど

◎
物
品
購
入
の
配
慮

公
用
車
、
事
務
機

器
、
用
紙
、
文
具
、

電
気
製
品
な
ど

◎
廃
棄
物
等
の
取
り

組
み

ご
み
の
分
別
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
ご
み

の
排
出
抑
制

◎
情
報
の
提
供

　

広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等

〜
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

〜
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
に
補
助
〜

・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
に
補
助
〜

　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
を
設
置
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
太
陽
光
電
池
出
力
１�
あ
た
り

５
万
円
の
補
助
金
を
４�
ま
で
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
を
設
置
す
る
場
合
は
７
万
円
を

予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

　

締
め
切
り
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
計
画
承
認
申
請
が
平
成　

年　

月

１８

１１

　

日
ま
で
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
交
付
申
請

３０は
平
成　

年　

月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い

１８

１２

２８

ま
す
の
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
業
者
を
通
じ
て
の
推
進

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
設
置
の
際

に
は
十
分
検
討
の
う
え
契
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

電
気
器
具
は
、
使
用
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
内
臓
時
計
や
モ
ニ
タ
ー

表
示
、
リ
モ
コ
ン
の
機
能
な
ど
一
定

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
少
量
の

電
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
待

機
電
力
で
す
。

　

電
気
器
具
で
使
用
し
て
い
な
い
と

き
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
も
問
題

な
い
も
の
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

こ
と
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
機
器
は
省
エ
ネ
タ
イ

プ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
や
取
扱
説
明
書
等
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
�

機器別待機電力（kwh/年・世帯）

機
器
名

テ

レ

ビ

ビ

デ

オ

オ
ー
デ
ィ
オ

コ

ン

ポ

エ

ア

コ

ン

温
水
洗
浄
便
座

パ

ソ

コ

ン

炊

飯

器

電
子
レ
ン
ジ

洗

濯

機

平成１４年度
調　　　査

２３．６７５．７４７．６２５．８１５．８１１．６７．９２２．７５．３

平成１７年度
調　　　査

１６．１３０．６１７．１２０．８１４．０８．５５．０１１．０２．７５

目安として、２２円/kwhで計算してみてください。
※�省エネルギーセンター資料

※�ヒートポンプ蓄熱センターからの補助金も
受けられます（抽選となります）。
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幼
少
時
か
ら「
も
っ
た
い
な
い
」の
心
を

大
森　
　

猛
さ
ん

（
元
大
宮
小
学
校
長
）

　

も
の
が
溢
れ
か
え
る
世
界
に
は
「
も
っ

た
い
な
い
」
と
い
う
概
念
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
日
本
は
も
と
も
と
資
源
が
少
な
い
国

で
す
。
貴
重
な
資
源
を
い
か
に
有
効
に
有

意
義
に
使
う
か
と
い
っ
た
「
制
約
さ
れ
た

環
境
」
の
中
で
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」に
秘
め
ら
れ
た
一
番

大
切
な
心
に
は
、
も
の
を
惜
し
む
こ
と
以

上
に
、
そ
の
も
の
を
得
る
ま
で
の
様
々
な

労
苦
に
対
す
る
感
謝
と
敬
愛
の
念
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
美
徳
あ
る「
も
っ
た
い
な
い
」

の
心
を
今
一
度
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に

も
、
幼
少
時
か
ら
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
の
中
で
意
識
の
芽
生
え
を
大
切
に
、
そ

の
心
を
じ
っ
く
り
育
ん
で
い
き
た
い
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
省
エ
ネ
を

根
本　

紀
子
さ
ん

（
茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
）

　

四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
、
伝
統
的
な

生
活
様
式
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

心
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る

資
源
を
大
切
に
し
、
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い
、
食
料

品
等
は
、
本
当
に
必
要
な
量
だ
け
購
入

し
、
買
い
物
に
は
袋
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

は
も
ら
わ
な
い
。
生
ご
み
は
土
に
戻
し

（
ぼ
か
し
利
用
）
地
産
地
消
を
心
が
け
る
。

工
夫
す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
も
う
一
つ
、
地
域
の
方
々
と
環
境
家

計
簿
を
つ
け
、
お
互
い
に
家
計
を
見
直

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

省省省省省省省省省省省省省省省省省省省省
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ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
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ささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
さ
ん
の
声
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市
で
は
、
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
る

事
業
所
・
小
売
店
で
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
推
進
す
る
」
と
宣
言
（
宣

言
書
を
提
出
）
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
球
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
事
業
所
・
小
売
店
に
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
看
板
（
平
成　

年
１８

度
１
０
０
事
業
所
）
を
交
付
し
ま
す
。

運
動
の
内
容

�
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
し
な
い

�
急
発
進
や
急
加
速
を
し
な
い

�
不
要
な
荷
物
を
積
ま
な
い

�
空
ふ
か
し
を
し
な
い

�
渋
滞
を
招
く
違
法
駐
車
を
し
な
い

�
エ
ア
コ
ン
使
用
を
控
え
め
に
す
る

�
経
済
速
度
を
心
が
け
る

�
定
期
点
検
（
空
気
圧

チ
ェ
ッ
ク
、
オ
イ
ル

交
換
等
）
を
き
ち
ん

と
す
る
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環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
販
売
や
ゴ

ミ
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
小
売
店
を
「
エ
コ
・

シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

シ
ー
ル
を
掲
示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民

と
小
売
店
の
連
携
の
も
と
、
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
、
環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
認
定
を
受
け
て
い
る
小
売
店
は
左
の

シ
ー
ル
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

※
認
定
を
受
け
た
い
小
売
店
は
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　環境ラベルは、購入者が環境
負荷の低い製品やサービスを選
択する際の目安となる情報表示
です。環境にやさしい商品であ
ることを示す環境ラベルのつい
た商品をできるだけ選ぶように
しましょう。
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�日本環境協会が認定した環境保全
に役立つ商品につけられるマーク。

�����

使用済み牛乳パックを原料として使
用した商品につけられるマーク。

��������	
�

印刷物等で再生紙を使用したものに
つけられるマーク。数字は、古紙の
配合率を示しています。

��������

原料に古紙を規程の割合以上利用し
た製品につけられるマーク。

�������
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PETボトルのリサイクル品を使用し
た商品につけられるマーク。

環境に関する問い合わせ
市役所　環境課
�５２－１１１１　内線１２２・１２３




